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「竹中土木コーポレートレポート 2021」を発行 

～新分野にチャレンジしつづける 竹中土木の取組みを紹介～ 
 

竹中土木（社長：竹中康一）は、このたび「竹中土木コーポレートレポート 2021」
（冊子・Web）を発行しました。 

（https://www.takenaka-doboku.co.jp/company/report.html） 
 
当レポートは、環境と共生する強靭な社会基盤の構築に向けた竹中土木の取組みを紹介

するとともに、当社の事業活動および CSR 活動をステ－クホルダ－の皆様にわかりやす
くお伝えするものです。2020 年より会社案内（事業概要紹介）とサステナビリティレポ
－ト（CSR 活動報告）を統合し、「竹中土木コーポレートレポート」として発行してい
ます。 

冊子版の誌面の都合で掲載できないコンテンツや事例、データについては竹中土木
Web サイトに掲載しています。(https://www.takenaka-doboku.co.jp/) 

 
「竹中土木コーポレートレポート 2021」では、当社の事業活動・業務内容が伝わりや

すい構成を意識し、実際に働く社員の声が聞こえるようにインタビューを多く採用した、
「社員の顔・想いが伝わるコーポレートレポート」をコンセプトにしました。本年は特に
若手に焦点を当てた内容となっており、ともに未来の「作品づくり」を担う学生の皆様に
是非読んでいただきたい内容となっています。 

また、サステナブル社会に向けた取組みとして、以下の象徴的な活動を特集として取り
上げています。 

 
① 働き方を変える「生産性革新」 

将来に亘って建設業の持続可能性を維持していくには、建設技能労働者の減少への対
応やワークライフバランスの向上を図っていくことが喫緊の課題となっています。 
それに向けて求められる、設計から施工に至るプロセス全体の変革、生産性の革新に
ついて取組みを紹介。 
 

② 未来へつなぐ「働き方改革」 
当社では魅力ある建設業に向けて、職場環境の充実を図りつつ「全従業員が働きやす
い環境で心身ともに健康で働き最大限の能力を発揮できる」ことを目指しています。 
ステークホルダーや社会からの共感と信頼を得ながら「新しい働き方」への改革を加
速させる、当社の取組みを紹介。 
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 この件に関するお問い合わせは下記にお願いいたします。 

(株)竹中土木  経営戦略室    Tel  0３－６８１０－６４９３ 

管理本部 総務部      0３－６８１０－６３５２ 

             

 


